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2はじめに

◼ 第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年9月20日）において、同時市場における調整力の区分・
必要量については、数値検証等も踏まえた技術的な検討が必要であることから、本作業会にタスクアウトすることと
されたところ。

◼ 第56回本作業会（2023年12月7日）において、時間内変動等の各事象に対応する必要量の算定式について
の整理を行ったものの、新たに導入される予備力必要量の算定方法については引き続き検討を行うとしていた。

◼ また、便益評価を行う際に必要な、将来的な再エネ導入の影響等を踏まえた上での必要量の試算についても別途
行うとしていたところ。

◼ このため、今回は下記の２項目について検討を行ったためご議論いただきたい。

➢ 予備力必要量の考え方（算定式）

➢ 将来的な再エネ導入影響等を踏まえた必要量の試算



3（参考） 本作業会へのタスクアウト項目

出所）第53回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年10月5日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html


4（参考） 第56回本作業会（2023年12月7日）資料２

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html
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7前回議論の振り返り（１／２）

◼ 第56回本作業会（2023年12月7日）において、時間内変動（GF・LFC）・予測誤差（EDC）ならびに電源
脱落に対応する調整力の考え方について整理を行った。

◼ このうち、GC以前（前日以降）の残余需要予測誤差に対応するための予備力の必要量については、SCUCによる
起動可能ユニット（SCUC追加分）がどの程度存在するかに依ることから、引き続き検討を行うとしていた。

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html


8前回議論の振り返り（２／２）

◼ また、同時市場における必要量や低減効果の規模感の把握を目的とし、現在の需給調整市場における必要量を
ベースとした必要量等の試算を行ったところ。

◼ 一方で、同時市場の導入に係る便益評価を行うにあたっては、将来的な再エネ導入の影響等を踏まえたうえでの
需給調整市場における必要量をベースとした必要量等の試算が必要であり、これについては別途行うとしていた。

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html


9前回までの議論を踏まえた残る論点の整理

◼ 前回までの議論を踏まえたうえでの残る論点は下表の通りとなる。

◼ このため今回、下記の論点①「予備力必要量の考え方」、および論点②「同時市場における必要量の試算（便益
評価用）」の２点について検討を行った。

論点 前回までの整理 今回の検討内容

①
予備力必要量
の考え方

下記の3案を提示し、SCUC追加分の考え方を今後整理する。
・案1:SCUC追加分は存在しないとする案
・案2:SCUC追加分が一定程度存在するとする案
・案3:SCUC追加分が十分存在するものとする案

SCUC追加分を加味したうえで、予備力
必要量の考え方をどうするか。

②
同時市場における
必要量の試算
（便益評価用）

・規模感把握のため現行の需給調整市場をベースに試算した
結果としては、同時市場の必要量は現行の50%～80%程度

・便益評価用（将来を想定）の試算については別途実施

将来的な再エネ導入を踏まえたうえで、
同時市場の必要量はどの程度になると
見込まれるか（③④の試算）。

【予備力必要量イメージ】 【今回の必要量試算の位置付けについて（イメージ）】



10

１．前回までの振り返りと論点整理

２．予備力必要量の考え方

３．同時市場における必要量の試算（便益評価用）

４．まとめ

目次



11（論点①）予備力必要量の考え方

◼ 予備力必要量を検討するにあたり、前日～GCまでの残余需要予測誤差に対して、予備力としての事前確保分と
SCUC追加分をどのように分担させるか（分担できるか）を考える必要がある。

◼ この際、安定供給のためには予備力必要量が不足しないことが最重要である一方、調達コストを考えると過剰調達
になることも極力防ぎたいところ。

◼ このため、前日からGCのX時間前に行われる需給バランス見直しまでの誤差①（見直し時点で誤差が確定）と、
そこからGCまでに発生しうる誤差②（見直し時点で誤差が不確定）の2つの成分に分解して考え方を整理する。

◼ 過剰調達を減らす（誤差②を減らす）ためには見直しタイミングをGCに近づけたい一方、GCに近づくにつれて起動
可能なリソースが減少するといった関係性（トレードオフ）もあるため、これらも考慮のうえ検討を行う必要がある。

◼ このため、まずはリソースの起動特性（起動時間）について確認を行った。

前日 GC

予測精度 低

少

高

多起動可能リソース

誤差①
（確定）

誤差②
（不確定）

何時間前の予測見直しを想定するか

見直し
X時間



12（論点①）予備力必要量の考え方 ～ リソースの起動特性 （1／2）～

◼ リソースの起動特性を確認するにあたり、まずは何時間前の予測見直しを想定するか（何時間後の起動を見込む
か）について検討を行った。

◼ まず、SCUCにおいて新たに起動停止（追加起動）が発生するのは、残余需要予測値が大幅に変更となる断面で
あり、言い換えると、一般送配電事業者が需給バランスを見直すタイミングとなる蓋然性が高いと考えられる。

◼ この点、需給バランスの見直しは多頻度で行われることが望ましいものの、1時間毎に最新需要による需給バランスの
見直しを行うのは業務量の観点から現実的ではなく、時期や時間帯により差異があると考えられるものの、概ね1日
数回、3～6時間程度先※の需給バランスを見直すのが現実的と考えられる。

◼ このため、まずは3時間後および6時間後に起動可能なリソースがどの程度あるかについて確認を行った。

前日 GC

少多起動可能リソース

見直し

X時間

＝

3時間および6時間とした場合の
起動可能リソースを確認

※見直し例：6時頃に深夜の需要実績をもとに9時以降の需給バランスを見直し（3時間先）
12時頃に午前中の需要実績をもとに18時以降の需給バランスを見直し（6時間先）



13（論点①）予備力必要量の考え方 ～ リソースの起動特性 （2／2）～

◼ 需給状況により追加起動が行われる蓋然性が高い火力※1 ・水力（揚水含）に関する起動時間を確認したところ、
総容量に対して、3時間後には50％程度、6時間後には70%程度のリソースが起動可能との結果になった。

◼ 言い換えれば、3時間前では50%程度、6時間前では30%程度のリソースの起動が間に合わないこととなる。

電源種
総容量

（GW）
停止モード

起動可能リソース

3時間後 6時間後

割合※2 容量 割合※2 容量

石油・ガス・揚水 117GW ー 53% 62GW 69% 81GW

コンバインド式
ガス火力

46GW

日次停止 81% 37GW 87% 40GW

週末停止 34% 16GW 71% 33GW

平均 58% 26GW 79% 36GW

汽力式
ガス火力

30W

日次停止 19% 6GW 45% 14GW

週末停止 0% 0GW 18% 5GW

平均 10% 3GW 32% 9GW

石油火力 9GW

日次停止 19% 2GW 66% 6GW

週末停止 0% 0GW 8% 1GW

平均 10% 1GW 37% 3GW

水力・揚水 32GW ー 100% 32GW 100% 32GW

出所）第62回制度設計専門会合（2021年6月29日）資料7をもとに事務局で作成
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/062_07_01.pdf

※1 石炭火力については起動停止の蓋然性が低いため除外、
また定検等も稀頻度のため除外した。

※2 総容量に占める割合

【火力・水力リソース起動特性】

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/062_07_01.pdf


14（参考） リソースの起動特性

出所）第62回制度設計専門会合（2021年6月29日）資料7
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/062_07_01.pdf

◼ リソースの起動特性については、過去（制度設計専門会合）の発電機の起動特性調査結果から流用。

◼ 過去の調査目的は、時間前SPA（開催時刻）の検討を行うにあたり、時間前SPA約定結果をもって停止電源が
起動するには一定のリードタイムが必要となるため、電源種毎に「起動指令から定格出力に達するまでの起動特性」
を調査したものであり、今回の検討（前日以降、都度SCUCした際の追加起動可否）と近しい内容となる。

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/062_07_01.pdf


15（論点①）予備力必要量の考え方 ～ ケーススタディ（1／4）～

◼ これらリソースの起動特性を踏まえたうえで、予備力必要量の最適化の観点から、下記の前提条件の下、Xを6時間
および3時間とした場合のケーススタディを行い、予備力必要量の考え方について検討を行った。

【前提条件（共通）】
・GC時刻：当日12時
・前日12時時点の想定需要（24時間前）：1,000
・前日12時以降の予測誤差：±100

【当日6時見直し（6時間前）】
・6時時点の想定需要：925～1,075※1

・6時以降の予測誤差：±25※1

・6時時点の起動可能リソース：70%

【当日9時見直し（3時間前） 】
・9時時点の想定需要：912.5～1,087.5※2

・9時以降の予測誤差：±12.5※2

・9時時点の起動可能リソース：50%

※1 既に前日予測誤差の±75%相当の誤差が発生したと仮定 ※2 既に前日予測誤差の±87.5%相当の誤差が発生したと仮定

想
定
需
要

前日12時予測 6時予測 12時

1,000

1,075

925

900

1,100

前日誤差±100

6時誤差±25

想
定
需
要

前日12時予測 9時予測 12時

1,000

1,087.5

912.5

900

1,100

前日誤差±100

9時誤差±12.5

6時誤差±25 9時誤差±12.5

【ケース①】
X=6時間の場合

【ケース②】
X=3時間の場合

誤差① 誤差② 誤差① 誤差②



16（論点①）予備力必要量の考え方 ～ ケーススタディ（2／4）～

◼ ケース①（X=6時間）においては70%のリソースが起動可能なため、これで対応が出来ない30%分を事前に確保
することとなる。

◼ 結果としては上振れに対する対応は問題無いものの、下振れ時に過剰調達となるケースも見受けられる。

想
定
需
要

前日12時予測 6時予測 12時

1,000

1,075

925 900

1,100

誤差① 誤差②

【前日断面】
前日断面では上振れ（100）に対応できるように事前調達する必要がある。

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(30%) 22.5 7.5
30 100

SCUC起動分(70%) 52.5 17.5

1,050

950

（Ⅰ）の場合は上振れに備えるため合計100の上げ調整力を追加確保

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(30%) 22.5 7.5
100 100

SCUC起動分(70%) 52.5 17.5

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(30%) 22.5 7.5
30 25

SCUC起動分 0

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(30%) 22.5 7.5
30 0

SCUC起動分 0

【当日6時見直し（6時間前）】
・6時時点の想定需要：925～1,075
・6時以降の予測誤差：±25
・6時時点の起動可能リソース：70%

～ （Ⅰ）

～ （Ⅱ）

最終的な想定需要が1,100となった場合

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(30%) 22.5 7.5
100 50

SCUC起動分(70%) 52.5 17.5

最終的な想定需要が1,050となった場合

（Ⅱ）の場合は上振れに備えるため合計25の上げ調整力を確保

最終的な想定需要が950となった場合

最終的な想定需要が900となった場合



17（論点①）予備力必要量の考え方 ～ ケーススタディ（3／4）～

◼ ケース②（X=3時間）においては50%のリソースが起動可能なため、これで対応が出来ない50%分を事前に確保
することとなる。

◼ 結果としては上振れに対する対応は問題無いものの、下振れ時に過剰調達となるケースも見受けられる。

【前日断面】
前日断面では上振れ（100）に対応できるように事前調達する必要がある。

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(50%) 43.75 6.25
50 100

SCUC起動分(50%) 43.75 6.25

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(50%) 43.75 6.25
100 100

SCUC起動分(50%) 43.75 6.25

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(50%) 43.75 6.25
50 12.5

SCUC起動分 0

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(50%) 43.75 6.25
50 0

SCUC起動分 0

前日12時予測 9時予測 12時

1,000

1,087.5

912.5 900

1,100

誤差① 誤差②

想
定
需
要

【当日9時見直し（3時間前） 】
・9時時点の想定需要：912.5～1,087.5
・9時以降の予測誤差：±12.5
・9時時点の起動可能リソース：50%

1,075

925

（Ⅰ）

（Ⅱ）

（Ⅰ）の場合は上振れに備えるため合計100の上げ調整力を追加確保

最終的な想定需要が1,100となった場合

最終的な想定需要が1,075となった場合

誤差① 誤差② 調達済計 GC必要量

事前調達(50%) 43.75 6.25
100 75

SCUC起動分(50%) 43.75 6.25

（Ⅱ）の場合は上振れに備えるため合計12.5の上げ調整力を確保

最終的な想定需要が925となった場合

最終的な想定需要が900となった場合



18（論点①）予備力必要量の考え方 ～ ケーススタディ（4／4）～

◼ ケーススタディの結果としてはケース①（X=6時間）、ケース②（X=3時間）ともに上振れ時には必要量と調達量
が一致（不足なし）するものの、下振れ時に過剰調達となる量に差が見られた。

◼ 具体的にはケース①の方が需給バランスの見直しタイミングが早いため、見直し後の誤差は大きくなるものの、リソース
の起動特性を踏まえると調整力確保の柔軟性が高く、事前に確保すべき量が少ないため下振れ時の過剰調達量が
低減される傾向となった。

◼ これらの結果を踏まえると、上振れ時の対応（安定供給維持）が可能かつ下振れ時の過剰調達量の低減が、より
期待できるのはケース①と考えられる。

◼ 以上より、ケース①において、SCUCでの対応が困難と想定される前日~GCまでの残余需要予測誤差の30%分を、
予備力必要量として前日に確保することが考えられるのではないか。

【ケース①（X=6時間）の過不足量】

GC需要 調達済計 GC必要量 過剰調達量

(Ⅰ)

1,100 100 100 0

1,050 100 50 50

(Ⅱ)

950 30 25 5

900 30 0 30

GC需要 調達済計 GC必要量 過剰調達量

(Ⅰ)

1,100 100 100 0

1,075 100 75 25

(Ⅱ)

925 50 12.5 37.5

900 50 0 50

【ケース② （X=3時間）の過不足量】



19（論点①）予備力必要量の考え方 ～ 算定式 ～

◼ 前述のケーススタディの結果を踏まえると、予備力必要量の考え方は案2 （SCUC追加分を一部見込む）となり、
前日～GCまでの残余需要予測誤差については、全体の30%を事前に調達することが整合的と考えられる。

◼ これらを踏まえ、予備力必要量の考え方（算定式）については下記の考え方を基本としてはどうか。

案２：SCUC追加分が一定程度存在するとする案（案１、３の中間案）
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当＋前日からGCの残余需要予測誤差の一部」

➡ 「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当＋前日からGCの残余需要予測誤差の30%」

＜前日＞ ＜GC＞

調整力
（EDC）

都度SCUC

前日～GC
残余需要
予測誤差

調整力
(GF、LFC)

残余
需要
予測

供給力

予備力
（EDC）

＜案２＞
調整力
(GF、LFC)

残余
需要
予測

供給力

【予備力必要量の考え方（算定式）】

30%

70%

予備力
（SCUC）

SCUC
追加分
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◼ 第58回本作業会（2024年1月12日）でご議論いただいたとおり、同時市場においては、現行の複合必要量を
廃止したうえで、一次～三次それぞれの商品毎必要量が全て重複しているものとして扱う簡易複合約定ロジックを
導入する方向を基本としたところ。

◼ これにより一次（GF）および二次（LFC）と三次（EDC）必要量について、現行の複合必要量においては重複
が無い（同時発生する）としていた領域の一部が重複あり（同時発生しない）として扱われることとなる。

◼ これによって影響がある部分については、新たに導入（調達）する予備力の前日～GCまでの予測誤差対応分※

の余った部分（余力）の活用も考えられ、下記の前提のもと規模感を確認したところ、“余力期待値＞影響量”と
なったことから、安定供給への影響は軽微（簡易複合約定ロジック導入は問題ない）と言えるのではないか。

（前提条件）
・簡易複合約定ロジックの導入に伴う影響度合：10％～20％（EDC必要量比） ※第58回本作業会資料3より引用

・同時市場におけるEDC必要量：3,400MW（年間平均） ※第56回本作業会資料2より引用

・予備力として確保する前日～GC予測誤差対応分：1,350MW（年間平均） ※第56回本作業会資料2をもとに算出

・三次②使用率：30%程度（未使用分：70%程度） ※使用率は三次②と同程度と仮定

※ 前日～GCまでの予測誤差の30%を確保

【簡易複合約定ロジック導入に伴う影響量】
・3,400MW×0.2=680MW

【前日～GC予測誤差対応分の余力期待値】
・1,350×0.7=945MW＜

（補論）予備力必要量を踏まえた簡易複合約定ロジック影響評価



21（参考） 簡易複合約定ロジック導入による影響（EDC必要量比）

◼ 第58回本作業会（2024年1月12日）でお示しした事例においては、簡易約定ロジックの導入に伴う影響量は
EDC必要量比で10％～20%程度となっている。

出所）第58回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2024年1月12日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_58_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_58_haifu.html


22（参考） 同時市場におけるEDC必要量および予備力必要量（試算値）

◼ 前述の予備力必要量の考え方を、第56回本作業会（2023年12月7日）で算定した同時市場における必要量
の試算値に反映させるとEDC必要量は3,400MW、予備力として確保する前日～GC予測誤差対応分は
1,350MWとなる。

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html

EDC必要量3,400MW

予備力としての確保分
4,500×0.3=1,350MW

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html


23（参考） 現行のGC以前の予測誤差対応分（三次②）の使用率

◼ 現行のGC以前の予測誤差対応分である三次②について、募集量（≒必要量）のうち下振れ誤差実績に対する
年間の使用率は30%程度となっている。

◼ 言い換えれば、必要量の70%程度は余力として残っているとも考えられる。

出所）第45回需給調整市場検討小委員会（2024年2月7日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_45_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_45_haifu.html
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１．前回までの振り返りと論点整理

２．予備力必要量の考え方

３．同時市場における必要量の試算（便益評価用）

４．まとめ
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25必要量試算の位置付けについて

◼ 第56回本作業会において、現時点の需給調整市場における調整力必要量と比較して、同時市場に移行（追加
起動の仕組みや計画基準の変更、商品集約といった前提条件を変更）した場合の必要量（規模感）としては、
現行の必要量の50～80%程度となる試算結果を得た。

◼ 一方、第56回本作業会の試算は、現在（2024年）の需給調整市場における必要量（以下、領域①という。）
をベースとし、現時点で同時市場への移行を実現したと仮定した場合の必要量（以下、領域②という。）の試算で
あるが、同時市場の導入に係る便益試算等を実施するためには、将来的な再エネ導入の影響等を踏まえた上での
必要量の比較（以下、領域③、領域④という。）が必要であることから、次頁以降において、領域③、領域④の
試算※を行った。

需給調整市場における必要量 同時市場における必要量

2024年度（現在）
①

（既知）
②

↓再エネ導入増

2030年度～（将来） ③ ④

①②の関係性を鑑み試算

再エネ導入増の影響を踏まえ試算
前回試算

＜今回の必要量試算の位置付けについて（イメージ）＞

今回試算今回試算

前回試算
(更新)

※ 以降のページの必要量試算では、年間平均値 [MW] を用いている点に留意。



26（参考） 第56回本作業会における必要量試算結果

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html


27現在の需給調整市場における必要量（領域①）のデータ更新（１／２）

◼ 現在（2024年）の需給調整市場における必要量（領域①）の試算において、第56回本作業会では規模感の
把握のため、一部エリア（東京・中部・関西）での算定とし、また一次～三次①（週間商品）および電源脱落に
ついては2021年度データをもとに算出した必要量を採用していた。

◼ 今回、領域③ならびに領域④を算定するにあたり、改めて、9エリア対象ならびに最新（2022年度）データをもとに、
領域①のデータ更新を行った。

項目
需給調整市場における

商品区分
第56回本作業会 今回試算

エリアの拡大 全商品
東京・中部・関西

エリア
9エリア

必要量算出における
過去実績

一次～三次①
(電源脱落成分含む)

2021年度実績値 2022年度実績値

【現在（2024年）の需給調整市場における必要量（領域①） の変更点】

※ 一次～三次①については効率的な調達（「3σ」→「1σ+追加調達」）の取組があるが、
別途考慮するため、領域①の試算においては未考慮とする。



28現在の需給調整市場における必要量（領域①）のデータ更新（２／２）

◼ 現在の需給調整市場における必要量（領域①）のデータ更新結果（以下、領域①´という。）は以下のとおり。

◼ 以降の検討においては、領域①´を元に検討を進めていく。

対応する事象

第56回本作業会 更新後

必要量[MW] 変更点 必要量[MW]
※参考

（3エリア）単独必要量

時間内変動
（極短周期成分）

600（一次）

・3エリアから9エリアへ拡大
・データの最新化
（2022年度実績）

1,100（一次） 600（一次）

時間内変動
（短周期成分）

400（二次①） 800（二次①） 400（二次①）

需要予測誤差

7,100
（内訳）

2,300（二次②）
+

4,800（三次①）

12,000
（内訳）

4,500（二次②）
+

7,500（三次①）

7,500
（内訳）

2,500（二次②）
+

5,000（三次①）

再エネ予測誤差 1,900（三次②） ・3エリアから9エリアへ拡大 3,800（三次②） 1,900（三次②）

電源脱落
（瞬時）

2,800
（内訳）

1,400（一次）
＋

1,400（二次①）

・3エリアから9エリアへ拡大
・データの最新化
（2022年度実績）

4,400
（内訳）

2,200（一次）
＋

2,200（二次①）

2,800
（内訳）

1,400（一次）
＋

1,400（二次①）

電源脱落（継続） 1,400
・3エリアから9エリアへ拡大
・データの最新化
（2022年度実績）

2,200 1,400

必要量合計 14,200 24,300 14,600



29将来の需給調整市場における必要量（領域③）の試算（１／５）

◼ 2030年度前後の導入が見込まれる同時市場に係る便益の試算等を実施するためには、将来的な再エネ導入の
影響等を踏まえた上での必要量試算が必要となるため、まずもって、再エネ導入の増加を踏まえた2030年頃の需給
調整市場における必要量（領域③）の試算を行った。

◼ また、試算を行うにあたり、前提条件（将来の想定方法）については以下のとおりとした。

➢ 第84回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年3月22日）において、2019年時点から
2030年時点の一次～三次①必要量の変化割合が推計されているため、これを用いて現在の需給調整市場に
おける必要量（領域①‘）をベースに、必要量の変化割合で補正することで、領域③を算出した。

（領域① ‘は2022年度をもとに算出した必要量であり、第84回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会
では2019年度をベースとしているため、設備量変化を過大に考慮した（リスク目の）試算となる点に留意）

➢ 続いて、電源脱落については単機最大脱落量に依存するが、再エネ導入の増加があったとしても、大きく規模感は
変わらないとの前提に立ち、据え置きとした。

➢ また、第92回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年10月16日）においては、2021年度
以降の2ヵ年実績を踏まえると三次②募集量は増加しておらず、なおかつ、効率的な調達等の取り組みにより今後
必要量が減少する可能性もあることから、2030年度の三次②必要量は2023年度必要量の3σを据え置きとして
いることを踏まえ、三次②必要量については領域①‘の値のままとした。



30将来の需給調整市場における必要量（領域③）の試算（２／５）

◼ 前述の前提条件（将来の想定方法）を踏まえた、将来の需給調整市場における必要量（領域③）の試算結果
については、以下のとおり。

対応する事象
現在の需給調整市場における必要量

（領域①‘）[MW]
将来の需給調整市場における必要量

（領域③）[MW]

時間内変動
（極短周期成分）

1,100（一次） 1,300（一次）

時間内変動
（短周期成分）

800（二次①） 1,000（二次①）

需要予測誤差

12,000
（内訳）

4,500（二次②）
+

7,500（三次①）

13,800
（内訳）

5,400（二次②）
+

8,400（三次①）

再エネ予測誤差 3,800（三次②） 3,800（三次②）

電源脱落
（瞬時）

4,400
（内訳）

2,200（一次）
＋

2,200（二次①）

4,400
（内訳）

2,200（一次）
＋

2,200（二次①）

電源脱落（継続） 2,200 2,200

必要量合計 24,300 26,500

※2

※1 将来の調整力必要量の変化割合で補正
※2 領域①から据え置き

※1



31（参考） 将来の調整力必要量の変化について（１／２）

出所）第84回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年3月22日）資料1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_84_haifu.html

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州

将来の調整力必要
量の変化割合
(2030年/2019年)

1.4 1.6 0.97 1.1 1.5 0.8 1.1 1.5 1.5

◼ 将来の調整力必要量の変化について、各エリア別の割合は下表のとおり。

◼ なお、本試算は第6次エネルギー基本計画における2030年度想定の需要や再エネ導入量（2030年度の野心的
水準）を使用している。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_84_haifu.html


32（参考） 将来の調整力必要量の変化について（２／２）

出所）第91回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年10月16日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/chousei_jukyu_91_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/chousei_jukyu_91_haifu.html


33将来の需給調整市場における必要量（領域③）の試算（３／５）

◼ また、需給調整市場においては、一次～三次①について「複合約定ロジック」ならびに「調整力の効率的な調達」が
導入されており、必要量の低減を図っている。

◼ まず、複合約定ロジック効果を試算に反映するために、現在の需給調整市場における必要量（領域①’）において、
単独商品と複合商品の必要量低減率を算出し、それを領域③に適用することとする。

◼ 具体的には、下表のとおり、単独商品と比較して30%程度の低減が見込まれることから、領域③の一次～三次①
については、0.7倍することで必要量低減効果を考慮することとする。

対応する事象
現在の需給調整市場における必要量（①’）

複合商品による必要量低減率
必要量[MW] （9エリア）単独必要量

時間内変動
（極短周期成分）

9,700
（一次～三次①複合3σ）

1,100（一次）

0.7
(=9,700/(1,100+800+12,000))

時間内変動
（短周期成分）

800（二次①）

需要予測誤差

12,000
（内訳）

4,500（二次②）
+

7,500（三次①）



34将来の需給調整市場における必要量（領域③）の試算（４／５）

◼ 続いて、調整力の効率的な調達について試算への反映を行う。

◼ 効率的な調達とは、メイン取引（週間断面）において1σ相当値を調達し、不足すると見込まれる場合は、以降の
需給調整市場（前日断面）で追加で調達する取り組みとなる。

◼ 第40回需給調整市場検討小委員会（2023年6月29日）では、効率的な調達を導入すると、一次～三次①の
複合必要量（異常時対応含む）が約40%低減されるとの試算結果が示されたことから、本試算においても40%
の低減効果を加味して、領域③の一次～三次①および電源脱落分の必要量を補正※することとする。

出所）第40回需給調整市場検討小委員会(2023年6月29日) 資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html

※ 本来的には1σ相当値で充足する断面（年間84%程度）と3σ相当値まで追加調達する
断面（年間16%程度）があるが、年間平均の低減効果として一律40%減で補正した。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html


35将来の需給調整市場における必要量（領域③）の試算（５／５）

◼ 前述の複合約定ロジックおよび効率的な調達による補正を踏まえると、領域③の試算結果は以下のとおり。

対応する事象
将来の需給調整市場における必要量

（領域③）[MW]
複合約定を考慮した
領域③必要量[MW]

複合約定・効率的な調達を考慮した
領域③必要量[MW]

時間内変動
（極短周期成分）

1,300（一次）

11,300
（複合3σ）

時間内変動
（短周期成分）

1,000（二次①）

需要予測誤差

13,800
（内訳）

5,400（二次②）
+

8,400（三次①）

電源脱落
（瞬時）

4,400
（内訳）

2,200（一次）
＋

2,200（二次①）

同左

電源脱落（継続） 2,200 同左

一次～三次①
(異常時対応含む)

必要量合計
22,700 17,900 10,700

再エネ予測誤差 3,800（三次②） 同左 同左

領域③
必要量合計

26,500 21,700 14,500

※2

※1

※1 複合約定を考慮して、0.7倍
※2 調整力の効率的な調達を考慮して、0.6倍



36(参考) 現在の需給調整市場における必要量（領域①’）の補正

◼ また、領域①’について、領域③と同様に複合約定ロジックおよび効率的な調達による補正を踏まえると、領域①’は
以下のとおりとなる。

対応する事象
現在の需給調整市場における必要量

（領域①’）[MW]
複合約定を考慮した

領域①’必要量[MW]
複合約定・効率的な調達を考慮した

領域①’必要量[MW]

時間内変動
（極短周期成分）

1,100（一次）

9,700
（複合3σ）

時間内変動
（短周期成分）

800（二次①）

需要予測誤差

12,000
（内訳）

4,500（二次②）
+

7,500（三次①）

電源脱落
（瞬時）

4,400
（内訳）

2,200（一次）
＋

2,200（二次①）

同左

電源脱落（継続） 2,200 同左

一次～三次①
(異常時対応含む)

必要量合計
20,500 16,300 9,800

再エネ予測誤差 3,800（三次②） 同左 同左

領域①
必要量合計

24,300 20,100 13,600

※

※ 調整力の効率的な調達を考慮して、0.6倍



37将来の同時市場における必要量（領域④）の試算（１／２）

◼ 最後に、これまでの試算結果を踏まえ、2030年頃の同時市場における必要量（領域④）の試算を行った。

◼ また、試算を行うにあたり、前提条件（将来の想定方法）については以下のとおりとした。

➢ 需給調整市場から同時市場といった市場構造の変化に伴う必要量の規模（低減効果）は、大きくは変わらない
と考えて、現在の需給調整市場（領域①）から同時市場（領域②）への必要量の変化割合で補正する。

➢ この際、前述のとおり、予備力必要量は案2（30％）としたことに伴い、変化割合は0.6となる（次頁参照）。

➢ 複合約定ロジックの低減効果については、第58回本作業会でお示ししたとおり、同時市場における簡易複合約定
ロジックは、需給調整市場における複合約定ロジックと同程度の必要量低減効果が期待できるとしたため、今回の
試算においても、同様の低減効果があると見做した（上の変化割合は変わらない）。

➢ また、調整力の効率的な調達については、当初は少なめに調達しておき、不足すると見込まれる場合は、以降の
断面で追加調達する仕組みであり、詳細方法は今後の検討となるが、同時市場（前日以降も都度SCUC）に
おいては、不足予見性や追加調達はより一層実施しやすくなる（効率的な調達は可能）と考えられることから、
本試算においても、効率的な調達による必要量低減効果があると見做した（上の変化割合は変わらない）。

➢ ΔkW確保エリアの拡大については、不等時性により必要量が低減する方向と考えられるが、どの程度低減するかに
ついては現時点の算定が難しいため、本試算では織り込まないこととした。



38(参考) 現在の需給調整市場（領域①）から同時市場（領域②）への必要量の変化割合

◼ 第56回本作業会で試算した、現行の需給調整市場の必要量（領域①）と、現行の同時市場の必要量（領域
②）との関係性から、必要量の変化割合は、下表のとおり「0.6」となる。

（前日～GCまでの残余需要予測誤差の30%を確保すると整理したことから、予備力として確保する前日～GC予測
誤差対応分は1,350MWとした）

対応する事象

第56回本作業会の数値を引用
③→④の試算に

必要な数値現在の需給調整市場における
必要量（①）[MW]

現在の同時市場における
必要量（②）[MW]

時間内変動
（極短周期成分）

600（一次） 600（同左）

0.6
=8,600(②)/
14,200(①)

時間内変動
（短周期成分）

400（二次①） 400（同左）

GC~実需給
予測誤差

合計：7,100
（内訳）

2,300（二次②）+ 4,800（三次①）

GC~実需給の残余需要予測誤差量
3,400

前日～GC
予測誤差

1,900（三次②）
※再エネ予測誤差のみ

前日～GCまでの予測誤差の30%
1,350(=4,500×0.3)

（前日～GCまでの予測誤差は4,500）

電源脱落
（瞬時）

2800
（内訳）

1,400（一次）＋ 1,400（二次①）
2,800（同左）

電源脱落（継続） 1,400 0

必要量合計 14,200 8,600



39(参考) 同時市場における簡易的な複合約定について

出所）第58回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2024年1月12日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_58_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_58_haifu.html
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対応する事象 領域③（需給調整市場）必要量[MW] 領域④（同時市場）必要量[MW]

時間内変動
（極短周期成分）

10,700
(複合約定ロジック・効率的な調達による補正後)

時間内変動
（短周期成分）

需要予測誤差

電源脱落
（瞬時）

電源脱落（継続）

再エネ予測誤差 3,800（三次②）

必要量合計[MW] 14,500 8,700

将来需要に対する
調整力の比率[%]

14.9% 9.0%

将来の同時市場における必要量（領域④）の試算（２／２）

◼ 前述の前提条件を踏まえた、将来の同時市場における必要量（領域④）の試算結果については、以下のとおり。

◼ 本試算結果として、将来（2030年頃）の9エリア合計の需要（平均 0.97億kW）に対する調整力必要量の
比率については、領域③で14.9%、領域④で9.0%となった。

※1 需給調整市場（領域①）から同時市場（領域②）への必要量の変化割合と等価

※1
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対応する事象 領域①’（需給調整市場）必要量[MW] 領域②´（同時市場）必要量[MW]

時間内変動
（極短周期成分）

9,800
(複合約定ロジック・効率的な調達による補正後)

時間内変動
（短周期成分）

需要予測誤差

電源脱落
（瞬時）

電源脱落（継続）

再エネ予測誤差 3,800（三次②）

必要量合計[MW] 13,600 8,200
(複合約定ロジック・効率的な調達による補正後)

将来需要に対する
調整力の比率[%]

13.7% 8.3%

(参考) 領域①´、領域②´の9エリア需要に対する調整力必要量の比率

◼ また、領域③、④との比較のため、領域①’、②´についても9エリア需要に対する調整力必要量の比率を算出した。

◼ なお、領域②´については、対象エリア等、領域③、④と前提が異なるため、今回の試算で修正をした領域①’に対し
領域④同様の必要量の変化割合(0.6倍)を用いて算出することとした。

◼ 本試算結果として、現在（2024年）の9エリア合計の需要（平均 0.99億kW）に対する調整力必要量の比率
については、領域①’で13.7%、領域②´で8.3%となった。

※1 第56回本作業会における需給調整市場（領域①）から同時市場（領域②）への必要量の変化割合で補正

※1



42(参考) 現在(2024年度)および将来(2030年度)の9エリア合計の需要想定

◼ 全国及び供給区域ごとの需要想定をもとに、9エリア合計の平均需要（kW）を試算した。

◼ 具体的には、沖縄除く9エリアの需要と全国の比率は0.99程度※であることから、以下の通りとした。

➢ 現時点（2024年度）の9エリア合計の需要想定（平均）は【8,733億kWh×0.99/8,760≒0.99億kW】

➢ 将来（2030年度）の9エリア合計の需要想定（平均）は【8,615億kWh×0.99/8,760≒0.97億kW】

出所）全国及び供給区域ごとの需要想定（2023年度）をもとに作成
https://www.occto.or.jp/juyousoutei/2022/files/230125_juyousoutei.pdf

エリア

2024年度 2030年度

最大需要電力
（送電端）[MW]

全国合計値に
対する比率

最大需要電力
（送電端）[MW]

全国合計値に
対する比率

北海道 4,170

0.99※

4,170

0.99※

東北 13,340 13,060
東京 55,140 54,750
中部 24,700 24,140
北陸 4,930 4,860
関西 27,510 27,010
中国 10,430 10,355
四国 4,950 4,800
九州 15,410 15,180
沖縄 1,620 0.01 1,678 0.01 
全国 162,200 1 160,003 1

【「全国及び供給区域ごとの需要想定（2023年度）」における需要想定値】

https://www.occto.or.jp/juyousoutei/2022/files/230125_juyousoutei.pdf


43同時市場における必要量の試算（まとめ）

◼ 前述までの試算結果をまとめると下表のとおり。

◼ 調整力必要量の比率としては「領域①´：13.7%」「領域②´：8.3%」「領域③：14.9%」「領域④：9.0%」
となり、再エネの導入量が増加する中で調整力必要量の増加が見込まれるが、同時市場への移行（追加起動の
仕組みや計画基準の変更、商品集約といった前提条件の変更）によって低減できると考えられる。

◼ 本試算結果をもとに、同時市場の導入に係る便益試算等を実施していくこととしたい。

需給調整市場における必要量 同時市場における必要量

2024年度（現在）
①’

※13.7%
②´

※8.3%

↓再エネ導入増

2030年度～（将来）
③

※14.9%
④

※9.0%

①②の関係性を鑑み試算

再エネ導入増の影響を踏まえ試算

※9エリア合計の需要平均に対する調整力必要量の比率
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１．前回までの振り返りと論点整理

２．予備力必要量の考え方

３．同時市場における必要量の試算（便益評価用）

４．まとめ

目次



45まとめ

◼ 同時市場における調整力・予備力必要量の考え方に関して、論点①「予備力必要量の考え方」、および論点②
「同時市場における必要量の試算（便益評価用）」の検討結果は以下のとおり。

◼ 今後は本検討結果をもとに、同時市場の導入に係る便益試算等を実施していくこととしたい。

論点 検討内容 検討結果

①
予備力必要量
の考え方

SCUC追加分を加味した上で、予備力
必要量の考え方をどうするか。

前日～GCまでの残余需要予測誤差については30%を事前調達
することとし、必要量算定式としては下記のとおりとする。
【予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当＋前日からGCの
残余需要予測誤差の30%】

②
同時市場における
必要量の試算
（便益評価用）

将来的な再エネ導入を踏まえた上で、
同時市場の必要量はどの程度になると
見込まれるか（領域③④の試算）。

試算の結果、将来需要に対する調整力必要量の比率として、
領域③は14.9%、領域④は9.0%となった。

【予備力必要量の考え方】 【同時市場における必要量の試算（便益評価用）】


